
問７８ 第六の祈りは、何ですか。 
 
答え 「私たちを試みにあわせないで、悪からお救いください」です。 
 
聖書 誘惑に陥らないように、目を覚まして祈っていなさい。霊は燃えて

いても肉は弱いのです。（マタイの福音書２６章４１節） 
 
＜解説＞ 

 私たちが経験するさまざまな試みは、決して偶然に起こるということはな

く、すべて神のみこころの中で起こっていると私たちは信じています。そして

神は、ご自身の深い配慮のゆえに私たちをさまざまな試みの中に置かれるこ

ともあります。例えば、貧困、病、周りからの反対などに直面することは、私

たちにとって大きな試みと言えます。しかし、その背後には私たちの敵であ

るサタンの存在もあるのです。サタンは、私たちを何とかして神から引き離

そうとします。そして、私たちが経験する試みをもうまく利用しながら、私た

ちを神に対する不信仰な思いを抱かせようとします。 
「私たちを試みにあわせないで、悪からお救いください」との祈りは、ま

ず私たちは自分が弱く、罪深い存在であることを正直に告白しています。そ

の上で神の力強い御手は必ず私たちをあらゆる試みやサタンの誘惑から守っ

てくださることを信じて、謙遜に主の助けを祈り求めるのです。私たちは、

それぞれ信仰年限は異なりますが、ここまで信仰が守られたのは、すべて主

の守りと支えがあったことをおぼえて、そのことも主に心から感謝いたしま

しょう。 
  

９月１３日（日）主日礼拝レジュメ 
「二つのものが一つにされるみわざ」 使徒の働き８章１４～１７節 

 
１４節を見ますと、エルサレムにいる使徒たちがサマリアの人々のもとへ

ペテロとヨハネを遣わした。しかしサマリアの地方にまで福音が広がったこ
とは、１章８節「しかし、聖霊があなたがたの上に臨むとき、あなたがたは
力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土、さらに地の
果てまで、わたしの証人となります。」とのみことばの成就であり、初代教
会にとっては新しい時代の幕開けとも言えるような出来事であった。それで
使徒たちはぜひサマリアに行って、そこで何が起こったのかを見て来なけれ
ばならないと思ったのだろう。しかし、それとともに回心者がサマリア人で
あったということもペテロとヨハネが遣わされた理由だった。つまり敵対関
係にあるサマリアに福音を伝えたことは正しかったのか、サマリア人は正し
く福音を理解して信じたのだろうか、そしてサマリア人の信者たちがエルサ
レム教会の信者たちに受け入れられるだろうかということなど、さまざまな
理由があったのではないか。 

 
１６節「彼らは主イエスの名によってバプテスマを受けていただけで、聖

霊はまだ、彼らのうちのだれにも下っていなかったからであった。」このこ
とは、２章３８節でペテロが「それぞれ罪を赦していただくために、悔い改
めて、イエス・キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれ
ば、賜物として聖霊を受けます。」と言った。ところが、サマリア人たちに
はそうはならなかった。これは矛盾なのか。ペンテコステ派の人たちや使徒
的な継承ということを主張する人たちの中に、さまざまな意見があるが、こ
れは普通のことではなかったので、これを今のキリスト者の信仰にも当ては
めて、自分たちの教理の根拠とはできない。また、ピリポの教えが不十分で
あったとか、サマリア人の福音の理解が正しくなかったとか、逆に使徒たち
がピリポの教えを補足して、サマリア人たちの信仰の理解を助けたというこ
とでもない。 



それでは、なぜここで主イエスの名によってバプテスマを受けた時に、彼
らのうちの誰にも聖霊が下らなかったのだろうか。それは、神がご自分のみ
こころにより一時的に聖霊が下るのを差し控えられたと考えるべき。 

 
コリント人への手紙第二１章２２節に「神はまた、私たちに証印を押
し、保証として御霊を私たちの心に与えてくださいました。」 

 
御霊をお与えになるのは神であり、人の側で、イエスの名によってバプテ
スマを受けた者たちに対して神が聖霊を与える方法や目的をこうでなければ
ならないとかこうすべきなどと指定することはできないし、そんな権威を私
たちは持ち合わせてはいない。 

 
１７節で遣わされたペテロとヨハネがサマリアの人々の上に手を置いたこ
とは、互いの交わりとエルサレム教会とサマリアのクリスチャンたちが、ま
さに信仰によって一つとされた証しと考えるべき。その証しとして聖霊が下
った。このことは、自分たちの内に聖霊を宿す者としてまさに一つとされて
いるということ、そこにはもちろん歴史的なことで生じた敵意はもはやない
ということを意味している。そのことを明確にするために、あえて主はサマ
リア人たちに御霊を与えることを差し控えておられたとも考えられる。 

 
ユダヤ人とサマリア人の間には敵意があり、両者はまさに敵対関係にあっ
た。人の側で関わらないようにと避けていた人たちが実は救い主を心から待
ち望んでいた。そして、ピリポがみことばの福音を宣べ伝え、神の国とイエ
ス・キリストの名について宣べ伝えたことを信じて、男も女もバプテスマを
受け、二人の使徒たちが彼らの上に手を置くと、彼らは聖霊を受けた。ここ
に、聖霊を通しての交わりが実現し、聖霊がまさにユダヤ人とサマリア人の
クリスチャンたちを一つにした。 

 

エペソ人への手紙４章４～６節「あなたがたが召された、その召しの望み
が一つであったのと同じように、からだは一つ、御霊は一つです。主はひと
り、信仰は一つ、バプテスマは一つです。すべてのものの上にあり、すべて
のものを貫き、すべてのもののうちにおられる、すべてのものの父である神
はただひとりです。」 

 
まさに御霊だけがすべてのものを一つにされるお方だということ。 
 
エペソ人への手紙２章１４節「実にキリストこそ私たちの平和です。キ

リストは私たち二つのものを一つにし、ご自分の肉において、隔ての壁であ
る敵意を打ち壊し」 

 
この場合は、ユダヤ人と異邦人に適用されていますが、ユダヤ人とサマ

リア人についてもこの場合は言える。 
 
私たちも、ピリポのように主に導かれつつ、出かけて行き、みことばの福

音を宣べ伝えたい。そこに主が必ず働き、人を信仰へと導き、すべての人が
御霊によって一つとされる時が来る。私たちが信仰に導かれたのも、ただ神
の恵みによる。私たちは、実は主の救いからほど遠いところにいた者たちだ
った。あの人はどうだろう、この人はどうだろうなどと言える人は私も含め
て誰もいない。そのことを忘れないようにしたい。 
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